
 

 DCT COOLER KIT 
ニッサン ＧＴ－Ｒ Ｒ３５ （MY11） 

（ＶＲ３８ＤＥＴＴ） 
 

 
 

 

 

 

取扱説明書を先に読んでから作業を行って下さい。 

 

• 本書は、ご使用前に必ずお読み下さい。 

• 本書は、お読みになった後も本製品、取扱説明書と一緒に保管して下さい。 

 

適合 

車種 車両型式 エンジン型式 年式 

ＧＴ－Ｒ ＣＢＡ－Ｒ３５ ＶＲ３８ＤＥＴＴ １０． １１～ 

 

仕様 ： ※本製品を取り付けると純正ウインドーウォッシャータンクが取り付け出来なくなる為 

 専用の         ウォッシャータンク R35GTR（別売）が必要となります。 

 ※ウォッシャー液量センサーは取り付け出来ません。 

※別途トランスミッションオイルが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年３月 初版

取付説明書 

注意 
この製品は、上記の適合車種専用に設計、開発された物です。 

上記以外の車種には、絶対に使用しないで下さい。 

純正部品、また日産自動車株式会社が認めた部品以外を装着すると保障の適用外になります。 

本製品の取り付け、又は使用によるエンジン破損等の不具合については一切の保証はできません。 
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１． パーツリスト 

１．オイルクーラーコア （ＮＳ１３１０Ｇ）  １ 

２．オイルブロックＳＥＴ     １ 

３．アルミパイプ Ａ   １ 

４．    〃 Ｂ       １ 

５．    〃 Ｃ      １ 

６．オイルクーラーダクト（MY11）      １ 

７．オイルクーラーホース Ａ     ｽﾄﾚｰﾄ ９０㎜ １８０° １ 

８．     〃 Ｂ ４５° ９５㎜ １２０°  １ 

９．     〃 Ｃ ｽﾄﾚｰﾄ ５１５㎜ ３０°  １ 

１０．     〃 Ｄ  ｽﾄﾚｰﾄ ５２５㎜ ３０°  １ 

１１．オイルクーラーステー Ａ １ 

１２．     〃 Ｂ １ 

１３．     〃 Ｃ １ 

１４．     〃 Ｄ  １ 

１５．     〃 Ｅ   １ 

１６．パイプステー Ａ  １ 

１７．   〃 Ｂ １ 

１８．パワステクーラーパイプステー  １ 

１９．オイルクーラーホースステー  １ 

２０．ダクトクリップ        ４ 

２１．Ｏリング        ４ 

２２．インシュレーター       １ 

２３．インシュレーターカラー    １ 

２４．ラバーマウント  （ショート）   １ 

２５．   〃 （ロング）   １ 

２６．スポンジテープ  （ダクト用） ４００㎜  １ 

２７．   〃  （コア用） ２４０㎜  ２ 

２８．パワステクーラーステーカラー   １ 

２９．Ｍ５×１８ ＳＴ Ｂ Ｓ/Ｗ  Ｆ/Ｗ    ｾﾑｽ ６ 

３０．Ｍ６×１５ ＳＴ Ｂ Ｓ/Ｗ  Ｆ/Ｗ   ｾﾑｽ １ 

３１．Ｍ６×２５ ＳＴ Ｂ Ｓ/Ｗ  Ｆ/Ｗ   ｾﾑｽ １ 

３２．Ｍ６×１５ ＳＴ Ｂ Ｓ/Ｗ  Ｆ/Ｗ  Ｎ  組 ６ 

３３．Ｍ６×２０ ＳＴ Ｂ Ｓ/Ｗ  Ｆ/Ｗ  Ｎ  組  ４ 

３４．Ｍ６       ＳＴ        Ｎ     座付きセレート無  ３ 

３５．Ｍ６       ＳＴ          Ｎ     座付きセレート付  ２ 

３６．６．５×１３×３．０ ＳＵＳ スペーサー          ８ 

３７．タイラップ １００㎜    １ 

３８．タイラップ ２００㎜    ３ 
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パーツリスト構成図 
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４ ５ 
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１５ １６ １７ 

 

   

１８ １９ ２０ 

 

   

２１ ２２・２３ ２４ 

 

    

２５ ２６ ２７ ２８ 

ボルト・ナットは省略します。 
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２．純正部品取り外し 

 

 

 

※ エンジンが冷えた状態で作業を行って下さい。 

 

２－１．  バッテリー（－）端子を外して下さい。 

 ※キーOFF の状態で取り外し、３分以上放置してから以下の作業を行ってください。 

２－２．   ラジエターカバーを取り外して下さい。 

２－３．   左右フェンダープロテクターを取り外して下さい。 【ＳＥＣ．６３０】 

２－４．   エンジンアンダーカバー・フロントアンダーカバー・ 

フロアアンダーカバー・フロントディフューザーを取り外して下さい。【ＳＥＣ．７４７】 

２－５．  歩行者検知センサーの集中コネクターを外し、フロントバンパーを取り外して下さい。 

【ＳＥＣ．２５３】【ＳＥＣ．６２０】 

歩行者検知センサーのコネクターが外れた状態でバッテリーを接続すると、ポップアップエンジンフード

警告灯が点灯します。 

２－６．   ウォッシャータンクを取り外して下さい。  

２－７．  サブマフラーを取り外して下さい。【ＳＥＣ．２００】 

２－８．  ヒートインシュレーターを取り外して下さい。 

２－９．   トンネルステーを取り外して下さい。【ＳＥＣ．３７０】 

２－１０．  トランスミッションマウントステーを取り外して下さい。【ＳＥＣ．１１２・３２０・７４７】 

２－１１．  ヒートエクスチェンジャーを取り外して下さい。【ＳＥＣ．３２０】 

 ※ウォーターラインは取り外さずさないで下さい。 

※トランスミッションに取り付けられている状態で、ヒートエクスチェンジャーのトップボルトを緩めておき、

ヒートエクスチェンジャーからとブラケットを取り外して下さい。 

３．ＫＩＴ取り付け 

３－１ オイルクーラー取り付け 

(1) オイルクーラーコアにスポンジテープ（コア用）を同じ面側に貼り付けて下さい。 

<パーツ№１・２７> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

純正部品の脱着作業は、別紙の部品構成図を参照し、作業を行なって下さい。 
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(2) オイルクーラーコア上側に３㎜スペーサーを介し、

コアステーＡ・Ｃ・Ｄを取り付けて下さい。 

同様に下側にも３㎜スペーサーを介し、コアステー

Ｂ・Ｅを取り付けて下さい。 

※ボルトは全て仮止めにして下さい。 

<パーツ№１・１１・１２・１３・１４・１５・３２・３３・３６> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｽﾍﾟｰｻｰｽﾍﾟｰｻｰ

A 

M6×20 M6×15 

D 

C

B 

E
M6×15 

M6×20 
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(3) ウォッシャータンクを取り外したところに、オイル

クーラーコアを純正ボルトで取り付けて下さい。 

全て取り付けたら各部位置を調整し、仮止めボ

ルトを締め付けて下さい。 

※GReddy ウォッシャータンク取り付けの場合、

ステーＤ取り付け部にはGReddy ウォッシャー

タンク 付属のボルトを使用して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 取り付けたオイルクーラーのステーＡ・Ｂにダクトを

付属のクリップで取り付けて下さい。 

※上下２箇所ずつ 

<パーツ№６・２０> 

 

 

 

 

 

 

３－２ オイルブロック取り付け 

(1) 取り外したヒートエクスチェンジャーにＫＩＴオイルブ

ロックを取り付けて下さい。 

※ヒートエクスチェンジャーとオイルブロックのストッ

パーが密着した状態で組み付けて下さい。 

※ヒートエクスチェンジャーO リングは、純正品を再使

用して下さい。 

 <パーツ№２> 

 

 

 

C 

E

D

注意 
Ｏリングにはオイルを塗付し、ねじれ・

かじりが無い様注意して下さい。 
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(2) 組み付けたヒートエクスチェンジャーを取り付け、

アダプターユニオンを取り付けて下さい。 

※ブロックのＯリングは純正品を再使用して下さい。 

※ウォーターホース（図矢印部）がトランスミッショ

ンに干渉する車両は、ヒートエクスチェンジャー

ホース口の曲げ加工を行って下さい。 

 

 

 

 

３－３ オイルクーラー配管 

(1) ラジエターコアサポートに取り付けられているパワ

ステクーラーパイプステーを、ＫＩＴパワステクーラー

パイプステーに変更し、純正ボルトと付属のＭ６座

付きナットで取り付けて下さい。 

<パーツ№１８・３５> 

 

  

 

 

 

(2) ＬＨ側ドライブシャフト下のパワステクーラーパイプ

ステー取り付けボルトを外し、付属のラバーマウント

（ショート）をメンバーに取り付けて下さい。パワステ

クーラーパイプステーにインシュレーターを使用して

いる車両は、パワステクーラーパイプステーからイ

ンシュレーター・インシュレーターカラーを取り外し、

ラバーマウント（ショート）を取り付けて下さい。 

※取り外したインシュレーター・インシュレーター

カラーは使用しません。 

<パーツ№２４> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 
Ｏリングにはオイルを塗付し、ねじれ・

かじりが無い様注意して下さい。 

インシュレーター使用車 インシュレーター使用車
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(3) ラバーマウントとパワステクーラーパイプステーの

間に、パイプステーＡを付属のＭ６座付きナットで仮

止めして下さい（図①）。インシュレーターを使用して

いる車両は、パワステクーラーパイプステーにパイ

プステーカラーを介し、Ｍ６座付きナットで仮止めし

て下さい（図②）。 

<パーツ№１６・２８・３４> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) アルミパイプＡフランジ部をスタビライザーの上を通

し、（3）で取り付けたパイプステーＡにＭ６×１５ｾﾑｽ

で仮止めして下さい。ステー部をアンダーカバー取

り付け部にＭ６×２５ｾﾑｽで仮止めして下さい。 

※ステー部は最後にアンダーカバーと共締めして

下さい。 

<パーツ№３・３０・３１> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インシュレーター使用車 

図①

図②

パイプステーカラー

M6×15 ｾﾑｽ

注意 
加工時には、保護メガネ・マスクを着用

し、安全に行なって下さい。 
M6×25 ｾﾑｽ
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(5) アルミパイプＢを、リア側からエンジン下とメン

バーの間・ラバーマウントで移動したパワステクー

ラーパイプ下を通し、Ｏリングを取り付けた後にパ

イプＡフランジ部にＭ５×１８ｾﾑｽで接続して下さ

い。 

※クランク角センサーハーネス等をフリーにして取り

付けて下さい。（パイプ取り付け後タイラップでまと

めて下さい。） 

※パワステクーラーパイプにアルミパイプが干渉する

場合は、パワステクーラーパイプの曲げ加工を行っ

て下さい。 

※ステアリングギアボックスにアルミパイプが干渉す

る場合は、パイプの位置調整やチューブ等を巻き直

接干渉しない様注意して下さい。 

<パーツ№４・２０・２９・３７> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 
Ｏリングにはオイルを塗付し、ねじれ・

かじりが無い様注意して下さい。 

ﾘｱ ﾌﾛﾝﾄ
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(6) 取り外したトンネルステーに、図の位置にラバーマ

ウント７φ取り付け穴をあけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 穴あけ加工したトンネルステーをボディに取り付け、

ラバーマウント（ロング）を取り付けて下さい。 

ラバーマウントに、パイプステーＢをＭ６座付きナッ

トで仮止めして下さい。 

<パーツ№１７・２５・３４> 

 

 

 

 

 

(8) 図のアルミパイプＣステー（フランジ寄りステー）に

インシュレーター・インシュレーターカラーを組み込

んで下さい。 

<パーツ№５・２２・２３> 

 

 

 

 

 

 

(9)  (8)で取り付けたインシュレーター部を、図のボ

ディから出ているＭ６ボルトに、付属のＭ６座付き

ナットで仮止めして下さい。 

<パーツ№３４> 

20㎜ 

10㎜
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(10) アルミパイプＣステー（ユニオン寄り）を、(7)で取り

付けたパイプステーＢにＭ６×１５組みボルトで仮

止めして下さい。 

<パーツ№３２> 

 

 

 

 

 

 

(11) アルミパイプＢリア側フランジにＯリングを取り付け、

アルミパイプＣをＭ５×１８ｾﾑｽで接続して下さい。各

部位置を調整し、仮止めボルトを締め付けて下さ

い。 

<パーツ№２１・２９> 

 

 

 

 

 

(12) ヒートエクスチェンジャーウォーターラインのリア部ス

テー取り付けボルトと、ヒートインシュレーター取り付

けボルトを使用して、ホースステーを取り付けて下さ

い。 

※ウォーターラインの裏にステーを挟み込み、純正

ナットで取り付けて下さい。 

※ヒートインシュレーター取り付け部は、最後に共締

めして下さい。 

<パーツ№１９> 

 

(13) オイルクーラー～アルミパイプＡ間を、オイルクーラー

ホースＡ・Ｂで配管して下さい。アルミパイプＡユニオ

ン部・ホース・フィッティングがコアに干渉しない様、ま

たホースＡがコアステーに干渉しない様調節して下さ

い。 

<パーツ№７・８> 

 

 

 

 

 

注意 
Ｏリングにはオイルを塗付し、ねじれ・

かじりが無い様注意して下さい。 

注意 

オイルクーラー六角部にスパナを掛けて

固定し、フィッティングを締め付けて下さ

い。オーバートルクによる締め付けは、オ

イルクーラーコア破損・変形の原因となり

ますので注意して下さい。 

A

B 
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(14) アルミパイプＣ の下側ライン～オイルブロックロング

アダプター間を、オイルクーラーホースＣで配管して下

さい。 

オイルブロックロングアダプターにはホースＣ ３０°を

取り付け、アルミパイプＣ下側のユニオンにストレート

を取り付けて下さい。 

この時、ホースＣがボディに干渉しない様フィッティン

グの向きを調整して取り付けて下さい。 

オイルブロックショートアダプターにはホースＤ３０°を

取り付け、アルミパイプＣ上側のユニオンにストレート

を取り付けて下さい。 

※ホース配管後ミッションマウントを取り付け、オイル

ブロック側フィッティングとのクリアランスが取れてい

る事を確認して下さい。 

<パーツ№９・１０> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(15) (12)で取り付けたホースステーに、ホースＣをタイラップで固定して下さい。 

ホースＤをヒートエクスチェンジャーウォーターホースにタイラップで固定して下さい。 

<パーツ№３８> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C D

C

D

C

D

C 

D 

C 

D 
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注意 

３－４ オイルの注入 

(1) 各配管、配線を点検してバッテリー（－
マイナス

）端子を接続して下さい。 

※歩行者検知センサーを仮接続して下さい。歩行者検知センサーのコネクタが外れた状態で

バッテリーを接続すると、ポップアップエンジンフード警告灯が点灯します。 

(2) オイルクーラーコアにオイルを循環させる為、サーモスタットが作動する温度（７８℃～８５℃±２℃）まで

上昇させ、コアにオイルが循環した事を確認した後に、メーカー指定の方法でオイルを注入して下さい。 

（別紙参照） 

(3) オイルを適正量注入後、エンジンを始動しアイドリング状態で各部のオイル漏れ、異常等の無いことを確認し、

再度オイルレベルを点検して下さい。 

 

 

 

 

 

 

４．純正部品の取り付け 

４－１ 純正部品の加工 

(1) 純正オイルクーラーダクト開口部同様、図斜線部を

カットして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－２ 純正部品の取り付け 

(1) 取り外しと逆の手順で純正部品を取り付けて下さい。 

(2) バンパー取り付け時、純正オイルクーラーダクト同様に、

ＫＩＴダクトに付属のスポンジテープを貼り付けて下さい。 

<パーツ№２６> 

 

 

 

 

 

 

 

以上でＫＩＴ取り付けは終了です。 

注意 
加工時には、保護メガネ・マスクを着用

し、安全に行なって下さい。 

オイルは必ず点検して下さい。オイルが不足しますと、

破損・不具合の原因となります。 

注意 

オイル漏れが発生しますと、車両火災・エンジン破損の

原因となりますので、必ずオイル漏れの無いことを確認

して下さい。 


